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裏
門
堰
排
水
場
完
成
!
!

十
一
月
廿
七
日
落
成
式
挙
行

東
京
都
知
事
、東
京
都
議
会
建
設
委
員
長

等
名
士
多
数
参
列

多
年
の
懸
案
事
業
で
あ
り
吾
が
足

立
区
民
の
久
し
く
待
望
し
て
お
り

ま
し
た
当
区
伊
藤
谷
本
町
地
間
の

裏
門
堰
排
水
場
は
一
部
雑
工
事
を

残
し
此
の
程
竣
工
し
去
る
十
一
月

廿
七
日
地
元
協
賛
会
の
主
催
に
依

り
東
京
都
知
事
臨
席
の
も
と
に
盛

大
に
祝
賀
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た

東
京
都
知
事
の
告
辞
に
先
だ
ち
足

立
区
長
の
式
辞
都
第
五
建
設
事
務

所
長
武
田
和
吉
氏
の
工
事
経
過
報

告
等
が
あ
り
次
に
多
数
の
来
賓
祝

辞
の
後
当
区
水
害
防
除
促
進
連
盟

会
長
鴨
下
榮
吉
氏
の
拶
挨
か
あ
り

更
に
協
賛
会
長
島
崎
正
次
郞
氏
の

謝
辞
を
最
後
に
本
工
事
請
負
人
勝

村
建
設
株
式
会
社
取
締
役
社
長
勝

村
幾
之
助
氏
に
対
す
る
感
謝
状
並

に
記
念
品
贈
呈
等
が
あ
り
参
会
者

四
百
余
名
に
達
し
盛
会
裡
に
祝
賀

式
を
終
了
し
ま
し
た
。

本
裏
門
堰
排
水
場
は
昭
和
十
四
年

元
東
京
市
土
木
局
に
於
て
都
市
計

画
経
続
治
水
事
業
費
を
以
て
起
工

し
た
が
幾
多
の
支
障
の
為
に
着
工

す
る
に
至
ら
ず
其
の
予
算
の
繰
越

に
よ
つ
て
経
続
さ
れ
て
ゐ
た
が
昭

和
十
八
年
三
日
十
八
日
小
溝
組
と

工
事
の
請
負
を
締
結
し
同
月
二
十

五
日
着
工
の
運
に
至
り
戦
時
中
の

資
材
労
力
等
の
需
給
極
め
て
困
難

な
折
柄
に
も
拘
ら
ず
鋭
意
工
事
の

進
渉
に
努
力
中
で
あ
り
ま
し
た
が

戦
争
の
苛
烈
化
に
伴
ひ
同
年
五
月

十
日
遂
に
工
事
の
中
止
の
己
む
な

き
に
至
つ
た
の
で
あ
り
ま
す
其
の

後
終
戦
と
共
に
都
に
於
き
ま
し
て

は
直
ち
に
工
事
の
再
開
を
計
画
し

準
備
の
完
了
と
共
に
昭
和
二
十
一

年
十
一
月
勝
村
建
設
株
式
会
社
の

請
負
施
行
に
依
り
愈
々
工
事
を
再

開
し
本
日
の
竣
工
を
祝
す
る
に
至

つ
た
次
第
で
あ
り
ま
す

。

設
備
の
概
要
を
申
し
上
げ
ま
す
と

石
川
島
芝
浦
タ
ー
ビ
ン
株
式
会
社

製
作
の
口
経
八
〇
〇
粍
軸
流
ポ
ン

プ
二
台
を
装
備
し
其
の
排
水
量
は

毎
秒
一
、四
七
立
方
米
(
七
、九

七
五
石
)
二
台
合
計
毎
秒
二
、九

〇
立
方
米
(
十
五
、九
五
石
)
で

あ
り
ま
し
て
こ
の
排
水
場
の
負
担

す
る
排
水
面
積
は
約
三
二
九
ヘ
ク

タ
ー
ル
(
三
三
二
町
歩
)
で
あ
り

ま
す
又
動
力
は
三
〇
〇
〇
ボ
ル
ト

一
〇
〇
k
w

三
相
誘
導
電
動
機
一

台
と
新
潟
鉄
工
所
製
一
五
〇
馬
力

ヂ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ヂ
ン
一
台
を
装
備

し
ま
し
て
停
電
時
の
運
転
に
も
差

支
へ
無
い
様
に
致
し
て
あ
り
ま
す

が
ヂ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ヂ
ン
の
方
は
目

下
機
体
の
装
備
中
で
据
付
完
了
ま

で
に
至
つ
て
は
居
り
ま
せ
ん
が
近

く
据
付
可
能
の
見
込
で
あ
り
ま
す

尚
こ
の
排
水
場
に
要
し
た
る
工
費

は
土
木
費
七
百
四
拾
六
万
六
千
円

機
械
費
三
百
九
拾
一
万
三
千
円
計

一
千
一
百
三
拾
七
万
九
千
円
で
あ

り
ま
し
て
本
排
水
場
の
完
成
に
依

り
埼
玉
県
よ
り
流
下
す
る
見
沼
用

水
の
流
末
に
当
る
五
反
野
南
町
、

千
住
高
砂
町
、
同
末
広
町
、
八
千

代
町
、
梅
田
町
、
四
ツ
家
町
、
島

根
町
等
の
底
湿
地
帯
の
水
害
防
除

に
与
つ
て
、力
あ
る
も
の
と
思
ひ
ま

す
。

美
観
商
店
街
に

つ
い
て

本
年
四
月
北
千
住
駅
前
通
り
が
他

の
店
舗
街
に
さ
き
が
け
て
、
東
京
都

美
観
商
店
街
に
指
定
告
示
さ
れ
た

が
こ
の
美
観
商
店
街
は
私
共
社
会

生
活
の
中
心
と
な
る
商
店
街
を
形

成
し
店
舗
並
に
街
路
を
美
化
し
も

つ
て
都
民
の
美
的
観
念
の
昻
揚
を

図

ろ

う

と
す

る

も
の

で
あ

り
ま

す

主
と
し

て
指

定
地
区

の
関

係
者

が

自

主
的
に

協
会

を
組

織
し

て
都
の

簡

接
な
指

導
の

下
に

実
施

し

よ

う

と
す

る
も
の
で

あ
り

ま

す
。

1
.
未
建
蔽
地
の
美
化

2
.
街
路
上
の
指
導
標
、
街
路
灯
、

水
槽
、
塵
箱
等
の
清
掃

3
.道
路
並
に
街
路
樹
の
補
修
整
備

4
.照
明
の
統
一

5
.広
告
の
整
理
統
合
、
看
板
の
整

理
統
一

6
.シ
ョ
ウ
ィ
ン
ド
、
シ
ョ
ウ
ケ
ー

ス
等
の
美
化
商
品
陳
列
方
法
の

指
導

7
.綜
合
美
観
の
立
場
か
ら
各
建
築

に
対
す
る
指
導
と
観
奨

以
上
の
事
項
を
指
定
地
区
の
関
係

者
が
自
主
的
に
協
会
を
組
織
し
て

都
の
間
接
な
指
導
の
下
に
実
施
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

選
挙
人
名
簿
の

縦
覧
を
終
り
て
!

本
年
九
月
十
五
日
現
在
で
調
製

し
た
衆
議
院
議
員
選
挙
人
名
簿
は

法
規
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
従
い
十

一
月
五
日
か
ら
十
九
日
ま
で
十
五

日
間
区
役
所
又
は
各
出
張
所
に
お

い
て
皆
さ
ん
の
縦
覧
に
供
し
ま
し

た
こ
と
は
ポ
ス
タ
ー
に
よ
り
御
承

知
の
こ
と
ゝ
思
い
ま
す
。

公
私
共
に
御
多
忙
の
有
権
者
全

部
が
こ
の
名
簿
を
閲
覧
す
る
こ
と

は
不
可
能
で
あ
る
と
し
て
も
選
挙

執
行
の
都
度
脱
漏
問
題
を
云
々
さ

れ
て
い
る
と
き
、
余
り
に
も
閲
覧

者
の
数
が
少
な
か
つ
た
こ
と
は
残

念
で
あ
り
ま
す
。

当
委
員
会
に
お
い
て
は
一
人
も

洩
れ
る
こ
と
な
く
調
査
登
録
し
て

尊
い
権
利
の
行
使
に
遺
憾
な
き
を

期
し
た
い
と
無
理
な
機
構
と
僅
か

な
職
員
で
最
大
の
努
力
を
し
て
お

り
ま
す
が
、
約
十
三
万
人
の
有
権

者
の
中
に
は
、
お
願
し
た
申
告
書

の
提
出
も
な
さ
ず
、
且
又
こ
の
縦

覧
期
間
中
の
閲
覧
を
し
な
い
方
が

相
当
数
あ
り
ま
す
。

既
に
縦
覧
期
間
も
終
了
し
異
議

申
立
者
の
異
議
も
決
定
し
ま
し
た

の
で

、
十
二
月
二
十
日
の
確
定
日

を
待
つ
て
効
力
が
発
生
し
ま
す
が

万
一
登
載
洩
れ
の
方
は
選
挙
の
都

度
改
め
て
申
告
に
よ
り
臨
時
に
登

載
で
き
る
昭
和
二
十
二
年
法
律
第

二
号
に
よ
る
臨
時
衆
議
院
議
員
選

挙
人
名
簿
に
関
す
る
特
例
が
本
年

一
ぱ

い
で

、
こ
の
法
律
の
適
用

期

間
が
延
長
に
な
ら
な
い
限
り
は
誠

に
お
気
毒
で
す
が
来
年

度
の
選
挙

に
は
投
票
で
き
ま
せ
ん

。

幸
に
し

て
右
の
法
律
が
改
正
さ

れ
適
用

期
間
が
延
長
さ
れ
て
そ
の

後
に
選
挙
執
行
す
る
場
合
に
は
改

め
て
申
告
に
つ

い
て
の

お
知
ら
せ

を

い
た
し
ま
す
か
ら
特
に
御
注
意

下
さ
い

。

な
ほ
縦
覧
期
間
は
終
了
し
ま
し

た
の
で
縦
覧
は
で
き
ま
せ
ん
が
名

簿
に
登
録
の
有
無
を
知
り
た
い
方

は
便
宜
お
知
ら
せ
し
ま
す
か
ら
当

委
員
会
へ
お
出
で
下
さ
い
。
(
足

立
区
選
挙
管
理
委
員
会
)

都
営
住
宅
の
抽
籤

去
る
十
二
月
一
、
二
、
三
、
の
三
日

間
受
付
ま
し
た
昭
和
二
十
三
年
度

第
三
回
都
営
保
木
間
第
二
住
宅
の

申
込
者
の
抽
籖
を
来
る
十
二
月
二

十
日
午
前
十
時
三
十
分
か
ら
足
立

区
役
所
二
階
区
議
会
議
事
堂
で
行

い
ま
す
。

な
お
戸
山
町
第
一
住
宅
の
抽
籖
は

東
京
都
建
築
局
企
画
課
管
理
係
(

神
田
橋
際
)
で
行
い
ま
す
か
ら
詳

細
は
建
築
課
営
繕
係
へ
お
間
合
せ

下
さ
い
。
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愛
犬
を
狂
犬
病
か
ら

護
り
ま
し
よ
う

本
年
度
に
入
つ
て
か
ら
狂
犬
病
の

発
生
は
十
月
末
日
現
在
で
六
九
頭
(

昨
年
の
二
倍
以
上
)
に
達
し
被

害
者
は
二
四
三
名
に
も
及
ん
で
い

ま
す

。

世
相
不
安
の
折
柄
番
犬
の
需
要
が

俄
か
に
高
ま
つ
て
い
ま
す
が
無
届

犬
が
あ
る
た
め
予
防
注
射
未
済
の

犬
が
日
々
増
加
の
傾
向
を
来
し
野

犬
の
濫
殖
も
日
に
加
わ
り
誠
に
憂

慮
の
状
態
に
あ
り
ま
す

。

皆
様
の
畜
犬
は
必
ず
届
出
を
済
し

予
防
注
射
を
う
け
ら
れ
る
よ
う
御

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す

。

畜
犬
届
は
区
役
所
税
務
課
区
役
所

出
張
所
及
び
足
立
保
健
所
(
梅
島

支
所
管
内
は
足
立
保
健
所
梅
島
出

張
所
)
の
三
箇
所
に
一
通
づ
ゝ
提

出
願
い
ま
す

。

畜
犬
鑑
札
は
税
務
課
か
ら
交
付
さ

れ
ま
す
。

鑑
札
の
な
い
畜
犬
は
野
犬
と
み
な

し
捕
獲
す
る
こ
と
に
な
つ
て
い
ま

す
か
ら
忘
れ
ず
に
届
出
を
願
い
ま

す
。

本
年
度
の
狂
犬
病
予
防
注
射
を
左

記
の
通
り
実
施
い
た
し
ま
す
か
ら

お
忘
れ
な
く
お
出
下
さ
い

。

な
お
未
済
犬
所
有
者
は
家
畜
伝
染

病
予
防
法
に
よ
り
時
に
よ
り
罰
せ

ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
ら
御

注
意
下
さ
い
。

一

、
日
時
及
場
所

足
立
区
役
所
管
内
の
畜
犬

十
二
月
九
日

十
日

の
両
日
午
前
九
時
よ
り
正

午
ま
で

千
住
一
丁
目

足
立
区
役
所
内
庭
に
お
い

て梅
島
支
所
管
内
の
畜
犬

十
二
月
九
日
の
み

午
前
九
時
よ
り
正
午
ま
で

梅
島
町
梅
島
支
所
の
庭
に

お
い
て

第
三
回
補
修
用

板
硝
子
抽
籤
!

第
三
回
補
修
用
板
硝
子
の
抽
籖
会

は
去
る
十
一
月
二
十
四
日
午
前
十

時
よ
り
区
会
議
事
堂
に
於
て
関
係

者
多
数
立
会
の
上
挙
行
し
た
結
果

申
込
者
五
百
七
十
九
名
中
当
籖
者

は
二
百
九
十
四
名
で
あ
り
ま
し
た

尚
当
籖
者
は
次
の
通
り
で
す
。

中
村
巖
　
　
　
　
大
熊
福
造

遠
藤

松
芳
　
　
　

川
島

藤
吉

蕪
木
欣
一
郞
�
　
　
大
原
伊
太
郞
�

野
村
佐
吉
郞
�
　
　
渡
邊
綱
治

杉
山
義
弘
　
　
　
野
上
正
三
郞
�

小
久
保
淸
�
�
　
　
　
豊
田
武
治

中
村

良
輔
　
　
　

並
木

庄
平

梅
澤

鈴
雄
　
　
　

川
名

春
吉

市
川
和
吉
　
　
　
輿
石
淸
一
郞
�

中
川
晴
文
　
　
　
小
西
忠
二
　
　
　
今
泉
柳
一
郞
�
　
　
　
梶
野
藏
松

萩
原
福
太
郞
�
　
　
板
屋
伊
佐
美
　
　
石
川
仙
藏
�
�
　
　
　
　
　
　
　
松
木
兵
二

堀
田
勇
　
　
　
　
赤
松
元
太
郞
�
　
　
　
神
戸
滿
治
　
　
　
　
笠
原
三
子
治

倉
島

義
人
　
　
　森
山

一
雄
　
　
　杉
山

輝
雄
　
　
　中
根

正
三

下
山
五
郞 

　
　
　
永
松
卯
造
　
　
　
高
橋
藤
吉
　
　
　
淸 

川
由
松

伴
信
男
　
　
　
　
永
塚
勝
太
郞 

　
　
　
　
白
露
惠 

　
　
　
　
　
　
會
田
伊
吉

田
中
平
治
　
　
　
中
村
重
基
　
　
　
谷
崎
兼
雄
　
　
　
佐
藤
仁
三
郞 

高
梨
高
藏  

　
　
　
樋
口
俊
國
　
　
　
知
久
萬
吉
　
　
　
加
藤
庄
吉

中
島
勝
次
郞 

　
　
關
根
治
男
　
　
　
内
田
島
吉
　
　
　
鈴
木
豊
治

平
賀
源
治
郞 

　
　
宇
田
川
定
吉
　
　
鳥
海
竹
雄
　
　
　
内
田
敬
介

木
村
利
男
　
　
　
田
邊
政
雄
　
　
　
伊
藤
龍
一
　
　
　
西
川
品
子

菅
原
要
　
　
　
　
高
野
義
男
　
　
　
伊
野
賢
壽
　
　
　
同
上

伊
野
賢
壽
　
　
　
小
金
井
政
雄
　
　
佐
藤
林
吉
　
　
　
濱
野
勇
松

山
田
孝
治
　
　
　
古
川
好
學
　
　
　
田
邊
雅
之
助
　
　
齋
藤
順
夫

薄
葉
光
佳
雄
　
　
市
原
武
三
郞 

　
　
加
藤
六
二
　
　
　
高
橋
順
一

村
上
仲
代
　
　
　
小
松
原
太
重
郞 

　
木
下
六
之
助
　
　
小
野
絜

須
賀
末
吉
　
　
　
山
崎
末
吉
　
　
　
灰
田
照
昭
　
　
　
澁
谷
淸  

矢
澤  

淸  

市
郞 

　
　
内
田
靜
雄
　
　
　
金
澤
繁
松
　
　
　
川
瀨
刀
藏  

大
瀧
勝
　
　
　
　
鈴
木
春
子
　
　
　
石
井
勝
太
郞 

　
　
上
原
幸
三
郞 

今
井
重
太
郞 

　
　
岩
上
さ
わ
　
　
　
小
島
正
次
　
　
　
川
田
源
次
郞 

嘉
藤
酉
松
　
　
　
小
倉
慘
三
　
　
　
山
口
德
藏  

　
　
　
中
村
昇

森
田
實
　
　
　
　
飯
田
百
平
　
　
　
菅
野
淺
治
　
　
　
結
城
勝
代

池
上

次
男
　
　
　同

上
　
　
　
　
　

宮
越

正
雄
　
　
　
八
木
下
林
之
助

猪
場
む
め
　
　
　
原
科
光
夫
　
　
　
佐
藤
等
　
　
　
　
鈴
木
勘
次
郞
�

石
橋
代
吉
　
　
　
石
井
誠
潔
　
　
　
福
本
吉
藏
�
�
　
　
　
　
　
　
福
本
德
太
郞
�

北
條
治
助
　
　
　
曾
根
常
政
　
　
　
淸
水
和
圭
　
　
　
下
田
敬
男

逸
見
義
治
　
　
　
松
下
龜
太
郞
�
　
　
　
奥
田
利
世
　
　
　
芳
賀
森
治

福
田
德
太
郞
�
　
　
佐
藤
松
夫
　
　
　
宇
山
福
太
郞
�
　
　
國
井
金
次

杉
村
松
之
助
　
　
平
井
英
太
郞
�
　
　
松
田
繁
　
　
　
　
堀
江
マ
サ

大
原
善
次
郞
�
　
　
永
浦
嘉
六
　
　
　
兒
玉
正
次
　
　
　
江
坂
重
雄

淺
賀
利
一
　
　
　
山
本
幸
吉
　
　
　
舛
田
ぎ
ん
　
　
　
三
紫
利
一
郞
�

小
浦
重
利
　
　
　
久
野
金
一
　
　
　
渡
邊
德
太
郞
�
　
　
芦
田
光
二

齋
藤
治
作
　
　
　
長
南
淸
�
�
春
　
　
　
永
井
一
己
　
　
　
安
達
靖

鷲
見

正
男
　
　
　駿
河

政
雄
　
　
　石
井

康
　
　
　
　
佐
伯

利
次

萩
野

行
雄
　
　
　小
西

忠
二
　
　
　武
藤

マ
サ
　
　
　矢
萩

篠
春

伊
藤
仁
太
郞
�
　
　
矢
澤
�
�
實
　
　
　
　
大
黑
喜
藏
�
�
　
　
　
松
井
孝
一
郞
�

高
野
忠
藏
�
�
　
　
　
德
水
德
治
　
　
　
我
妻
〓
重
　
　
　
　
同
上

綠
川
壽
定
　
　
　
佐
藤
捨
五
郞
�
　
　
長
谷
川
章
　
　
　
豊
田
タ
マ

渡
部
福
三
　
　
　
佐
藤
冬
吉

江
川

總
司
　
　
　
石
原

肇

荏
原
榮
次
郞
�
　
　
藤
井
政
次

淸
�
�
澤
�
�
す
み
　
　
　
關
塚
幸
三
郞
�

根
本
正
治
　
　
　
山
崎
彌
三
郞
�

久
保
田
三
郞
�
　
　
今
泉
喜
代
造

若
山
若
中
助
　
　
國
井
重
次
郞
�

つ
づ
く

職
員

素
人
の
ど
自
慢
文化祭

都
職
労
足
立
支
部
足
立
区
職
員
共

済
組
合
共
同
主
催
で
去
る
十
一
月

二
十
日
(
土
)
区
会
議
事
堂
に
午

後
一
時
よ
り
文
化
祭
が
催
さ
れ
た

各
課
各
出
張
所
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
代

表
を
送
り
銘
々
自
慢
の
の
ど
に
満

場
を
魅
惑
さ
せ
讃
助
出
演
の
比
留

間
絹
子
さ
ん
の
主
催
す
る
比
留
間

マ
ン
ド
リ
ン
楽
囲
の
演
奏
す
る
妙

な
る
メ
ロ
デ
ー
に
満
場
は
更
に
魅

了
さ
れ
た
。

終
つ
て
入
選
者
の
発
表
並
に
審
査

員
第
三
中
学
校
の
教
諭
今
里
先
生

の
講
評
が
あ
り
つ
づ
い
て
足
立
区

長
よ
り
入
選
者
に
そ
れ
ぞ
れ
賞
品

を
授
与
さ
れ
た
。

入
選
者
の
諸
氏
は
左
の
通
り

一
位
　
涙
の
乾
杯

教
育
課
　
杉
下

幸
義

二
位
　
帰
れ
ソ
レ
ン
ト
へ

税
務
課
　
丸
橋

正
己

三
位
　
帰
り
船

保
健
所
　
今
川

勉

四
位
　
帰
り
船

第
三
出
張
所
　
佐
藤
喜
代
子

七
位
　
な
つ

か
し
の
ブ
ル
ー
ス

梅
島
支
所
　
鳥
海
千
惠
子
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区
政
と
私
達

此
の
欄
へ
の
投
書

は
区
役
所
総
務
課

文
書
係
願
宛
い
ま
す

区
役
所
直
営
自
転
車
預
所

の
設
置
を
望
む

足
立
区
農
地
委
員
　
市

川

欣

史

足
立
区
役
所
直
営
の
自
転
車
預
所

を
設
置
し
て
下
さ
い
預
料
に
就
い

て
は
無
料
が
望
ま
し
い
事
は
申
す

迄
も
あ
り
ま
せ
ん
が
預
所
の
維
持

管
理
等
の
為
に
は
少
額
の
預
代
徴

収
は
忍
べ
な
い
事
も
あ
り
ま
せ
ん

位
置
交
通
其
の
他
の
関
係
で
区
役

所
へ
出
入
す
る
人
の
相
当
数
が
自

転
車
を
利
用
し
て
い
る
事
は
誰
に

も
容
易
に
想
像
さ
れ
る
の
で
す
が

此
の
人
達
が
完
全
な
自
転
車
預
所

が
な
い
の
で
其
の
都
度
間
誤
々
々

せ
ざ
る
を
得
な
い
有
様
で
す
が
と

い
つ
て
一
回
の
預
料
金
拾
円
也
の

私
設
預
所
に
場
合
に
よ
つ
て
は
一

日
三
回
三
拾
円
も
の
預
料
を
支
払

は
ね
ば
用
務
を
達
し
得
な
い
場
合

も
あ
り
遂
に
は
癪
に
さ
わ
つ
て
之

を
怠
り
路
上
に
放
置
し
て
盗
難
を

心
配
し
な
が
ら
用
務
を
達
す
る
時

の
焦
々
し
た
気
持
明
朗
た
り
得
ざ

る
も
の
之
よ
り
甚
し
き
は
な
し
と

云
い
度
い
の
で
す
。

従
求
も
区
役
所
と
密
接
な
関
係
に

あ
る
公
務
員
諸
先
生
の
自
転
車
に

は
僅
少
な
台
数
で
あ
つ
て
も
監
守

者
が
厳
重
な
監
視
を
し
て
い
た
様

で
あ
り
ま
す
か
ら
此
の
制
度
を
整

備
拡
大
し
て
一
般
預
用
と
な
し
少

額
の
預
代
徴
収
(
希
望
は
勿
論
無

料
で
す
が
)
に
依
り
小
さ
い
な
が

ら
も
一
つ
の
財
源
と
も
な
り
自
転

車
利
用
の
用
弁
者
に
も
嬉
ば
れ
一

石
二
鳥
と
い
い
度
い
妙
案
で
は
な

い
で
し
よ
う
か
。

「
明
朗
区
政
の
確
立
は
直
営
自
転

車
預
所
の
設
置
か
ら
」
些
細
の
事

な
が
ら
こ
ん
な
処
に
も
区
政
明
朗

化
へ
の
途
が
あ
り
此
の
事
の
実
践

を
自
転
軍
を
利
用
し
て
区
役
所
へ

出
入
す
る
人
々
の
誰
も
が
希
望
し

て
い
る
の
で
は
な
い
か
等
々
想
像

い
た
し
ま
し
て
本
件
希
望
の
達
成

に
係
各
位
の
一
層
の
御
努
力
を
切

に
御
願
い
い
た
し
ま
す
。

お答

足

立
区

長

市
川
欣
史
氏
に
お
答
え
し
ま
す
。

区
民
の
皆
様
を
対
象
と
す
る
区
営

自
転
車
預
所
の
設
置
に
つ
き
ま
し

て
は
御
申
出
の
通
り
で
あ
り
ま
し

て
、実
は
区
に
於
い
て
も
か
ね
て

か
ら
之
が
設
置
の
計
画
を
立
て
ゝ

ゐ
た
の
で
あ
り
ま
す
が
設
備
、費

用
、監
守
者
そ
の
他
い
ろ
い
ろ
支

障
が
あ
り
未
だ
実
施

に
至
ら
す
皆

様
に
御
不
便
を
お
か
け
し

て
ゐ
ま

す
が
極
く
近

々
皆
様
の
御
期
待

に

添
ひ
得
る
区
営
自
転
車
預
所
(
無

料
の
予
定
)
の
設
置
も
実
現
の
運

び
と
な
つ
て
お
り
ま
す
の
で
(
こ

の
ニ
ユ
ー
ス
の
発
行
さ
れ
る
頃
に

は
実
現
し
て
ゐ
る
か
も
知
れ
ま
せ

ん
)
今
し
ば
ら
く
お
待
ち
願
い
た

い
と
思
ひ
ま
す
。

物
価
監
視
員
(
続
)

堤

北

渡
邊
彌
左
衛
門
　千
住
高
砂

町
五
一

太
田
原
銀
次
郞
　千
住
高
砂
町
一
〇
六

三
浦
惣
二
　
　
　
千
佳
末
広
町
七
〇

鈴
木
米
三
郞
　
　
本
木
町
一
ノ
四
三
八

森

辰
雄
　
　
　
　
本

木
町

一
ノ
六
〇
〇

川
下

ト
ミ
　
　
　本
木
町
二
ノ
一
、三一
七

瀨
田
フ
ミ
　
　
　
本
木
町
二
ノ
一
、
八
四
〇

鈴
木

義
雄
　
　
　本
木
町
四
ノ
五
、二
八
三

佐
分

金
藏
　
　
　興
野
町
九
六
二

久
保
田
新
之
助
　
本
木
町
三
ノ
二
、六
三
五

尾
崎

武
市
　
　
　栗
原
町
一
、四
一
〇

小
阪

純
三
　
　
　西
新
井
町
一
、〇
八
五

佐

々
木
高
則
　
　
興
野
町
三
八
三

宮
下
武
郞
　
　
　
梅
田
町
一
、
七
三
四

江
川

長
吉
　
　
　梅
田
町
一
、二
五
九

市
毛
丑
之
助
　
　
梅
田
町
三
四
三

富
井

近
藏
　
　
　島
根
町
一
、〇
五
一

宇
賀
源
次
郞
　
　
梅
島
町
一
、八

六
五

町
田

義
三
　
　
　小
右
衛
門
町
四
二
六

金
子

琢
磨
　
　
　小
台
町
五
七
九

神
戸

庄
作
　
　
　南
鹿
浜
町
六
〇

稻
澤
淨
光
　
　
　
北
鹿
浜
町
三
、
〇
七
〇

石
井

重
譽
　
　
　下
沼
田
町
二
〇
一

石
黑

弘
一
　
　
　高
野
町
三
三
七

市
川
治
右
衛
門
　入
谷
町
四
〇
四

八
田

晃
尊
　
　
　伊
興
町
狭
間
八
五
四

若
月
榮
三
美
　
　
保
木
間
町
二
、二
六
六

大
久
保
榮
吉
　
　
内
匠
本
町
一
三

羽
住
き
み
子
　
　
大
谷
田
町
一
、四
〇
六

梶
本

儀
藏
　
　
　北
三
谷
町
三
一
七

齋
藤

正
司
　
　
　長
門
町
三
四
四

加
藤

量
晃
　
　
　蒲
原
町
一
〇
八

市
村

貢
　
　
　
　

五
反
野
南
町
一
、二
六
五

板
垣
己
之
松
　
　伊
藤
谷
西
町
八三
八

古
郡

錦
治
　
　
　伊
藤
谷
本
町
三一
一

計

六
十
名

配
給
だ
よ
り

妊
産
婦
に
愛
育
綿

児
童
福
祉
法
に
よ
る
母
子
手
帖
の

発
行
を
機
に
妊
産
婦
の
利
便
を
図

る
た
め
恩
賜
財
団
母
子
愛
育
会
東

京
支
部
製
作
の
愛
育
綿
(
規
格
外

脱
脂
綿
)
が
左
の
通
り
配
給
さ
れ

ま
す

。

一
、
配
給
対
象

希
望
者
配
給
と
し
て
妊
産
婦

を
対
象
と
し
て
希
望
者
先
着

順
に
購
入
券
を
交
付

二
、
配
給
品
目

愛
育
綿
一
人
一
組
〔
一
包
(
五

〇
〇
瓦
入
)
を
五
包
〕

三
、
価
格

一
組
一
三
〇
円
〓
の
一
割
引

但
し
配
給
期
間
中
に
限
る

四
、
購
入
券
交
付
期
日

十
二
月
七
日
以
後
各
出
張
所

に
て
お
問
合
せ
下
さ
い

五
、
配
給
期
間

自
十
二
月

十

日

至
十
二
月
二
十
日

畳
表
が

配
給
に
な
り
ま
す

今
度
畳
製
品
の
配
給
手
続
が
変
つ

て
区
役
所
で
取
扱
ふ
こ
と
に
な
り

そ
の
第
一
回
配
給
が
近
い
内
に
あ

り
ま
す
。

配
給
を
受
け
ら
れ
る
方
は
一
般
の

方
で
一
回
二
十
枚
以
内
と
な
つ
て

い
ま
す
が
新
築
用
や
大
口
消
費
者

は
受
け
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
。

第
十
一
回
革
靴

家

庭

配

給

革
靴
の
配
給
を
近
く
い
た
し
ま
す

が
入
荷
次
第
出
張
所
掲
示
板
に
掲

載
し
ま
す
か
ら
掲
示
板
に
御
注
意

下
さ
い

配
給
期
日
は
早
い
所
は
八
日
頃

よ
り
順
次
行
ひ
ま
す

申
込
所
　
区
出
張
所

供
出
だ
よ
り

農
家
の
皆
さ
ん
へ

昭
和
二
十
三
年
度
の
供
出
は
事
前

割
当
の
一
万
四
千
二
百
六
十
四
石

に
対
し
補
正
供
出
割
当
数
量
は

一
万
七
百
石
と
な
り
十
二
月
一
日

現
在
一
六
、
四
四
五
俵
(
六
五
七

八
石
)
五
九
%
と
な
り
ま
し
た
供

出
一
〇
〇
%
完
遂
の
た
め
今
後
一

層
の
御
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
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税
金
と
私
達
の
生
活
( 四)

都

税

の

話

其
の
三

四
、
余
裕
住
宅
税
に
つ
い
て

今
回
の
地
方
税
法
の
改
正
で
東

京
都
並
に
戦
災
都
市
町
村
及
そ
の

附
近
の
市
町
村
で
は
当
分
の
間
住

宅
と
し
て
著
し
く
余
裕
あ
る
も
の

に
対
し
余
裕
住
宅
税
を
課
す
る
こ

と
が
出
来
る
様
に
な
り
ま
し
た
の

で
東
京
都
に
於
て
も
今
年
度
か
ら

こ
れ
を
賦
課
徴
収
す
る
こ
と
に
成

り
ま
し
た
こ
れ
は
現
下
の
住
宅
事

情
を
考
へ
る
と
き
余
り
に
も
当
然

な
事
だ
と
思
ひ
ま
す
。

課
税
の
対
象
と
な
る
余
裕
住
宅
と

は
、一
戸
の
住
宅
(
空
住
宅
を
合

む
)
の
畳
数
の
合
計
が
三
十
畳
を

超
え
る
場
合
で
あ
つ
て
且
つ
そ
の

畳
数
の
合
計
を
世
帯
人
員
で
割
つ

た
数
が
五
を
超
え
る
も
の
で
あ
り

ま
す
。云
い
換
え
れ
ば
総
畳
数
よ

り
世
帯
人
員
に
五
畳
を
か
け
た
畳

数
(
三
十
畳
未
満
の
場
合
は
三
十

畳
に
繰
り
上
)
を
引
い
た
畳
数
(

五
畳
未
満
は
免
税
)
を
課
税
対
象

と
し
ま
す
。

(
例
1
)
世
帯
員
8
人

総
畳
数
5
0
畳
の
場

合

5
0
-
(
8
×
5
)
=
1
0
…
…
余
裕
畳
数

(
例
3
)

世
帯
員
2
人

総
畳
数
3
2
畳
の
場

合

3
2
-
3
0
=
2
…
…
(
免
税
)

二
つ
以
上
の
世
帯
が
同
一
の
住
宅

に
居
住
す
る
場
合
は
そ
の
住
宅
を

世
帯
毎
に
区
分
し
て
使
用
す
る
場

合
は
そ
の
区
分
さ
れ
た
部
分
を
以

て
そ
れ
ぞ
れ
一
戸
と
み
な
し
、
世

帯

毎
に
区
分
し
な
い
で
共
同
に
使

用
す
る
場
合
は
各
世
帯
員
で
按
分

し
て
得
た
畳
数
を
以
て
各
一
戸
の

畳
と
み
な
し
ま
す
。

例
1
　
7
0
畳
の
住
宅
に
甲
世
帯

3
人
乙
世
帯
2
人
あ
る
場
合
は

7
0
÷
(
3
+
2
)
×
3
=
4
2
…
甲

世
帯

7
0
÷
(
3
+
2
)
×
2
=
2
8
…
乙

世
帯賦
課
期
日

第
一
期
　

毎
年
　

四
月
一
日

第
二
期
　

〃
　
　

七

月
一
日

第
三
期
　

〃
　
　

十
月
一
日

第
四
期
　
〃
　
　
一
月
一
日

各
賦
課
期
日
現
在
で
賦
課
さ
れ
二

十
日
以
内
に
徴
収
い
た
し
ま
す
。

税
率

十
畳
以
下
一
畳
に
つ
き
　
四
五
円

十
癪
以
上
　
〃
　
　
　
　

六
〇
円

十
五
畳
以
上
〃
　
　
　
　

七
五
円

二
十
畳
以
上
〃
　
　
　
　

九
〇
円

二
十
五
畳
　
〃
　
　
　

一
〇
五
円

三
十
畳
　
　

〃
　
　
　

一
二
〇
円

三
十
五
畳
　
〃
　
　
　

一
三
五
円

四
十
畳
　
　

〃
　
　
　

一
五
〇
円

こ
れ
は
期
税
で
あ
り
ま
す
か
ら

年
四
回
か
ゝ
り
ま
す
。
別
に
都
市

計
画
税
と
し
て
本
税
一
円
に
つ
き

三
十
銭
の
割
で
か
ゝ
り
ま
す
。

こ
ゝ
で
特
に
注
意
す
る
処
は
右
の

税
率
は
逓
次
に
加
へ
ら
れ
ま
す
。

(
例
1
)
余
裕
畳
数
2
5
畳
の
場
合

2
5
畳
の
内
l
O
畳
×
4
5
円
=
4
5
0
円

残
り
の

1
5
畳
の
内
5
畳
×
6
0
円
=
3
0
0

円〃
1
O
畳
の
内
5
畳
×
7
5
円
=
3

7
5
円

〃
5
畳
は
5
畳
×
9
0
円
=
2
5
0

円

計
　
1
5
7
5
円
…
…
普
通
税

1
5
7
5
円
×
0
円
3
0
=
4
7
2
円
5
0

…
…
都
市
計
画
税

合
計
　
2
0
4
7

円
5
0

◎
都
税
の
端
数
計
算
法

都
税
に
つ
い
て
は
金
額
に
一
円

未
満
の
端
数
が
出
た
場
合
は
切
捨

ま
す
。
例
へ
ば
二
千
四
十
七
円
五

十
銭
の
場
合
は
二
千
四
十
七
円
と

し
ま
す
。
　
(
つ
づ
く
)

拾
弐
月
納
税
の

御
知
ら
せ

都
民
税第

二
期

特
別
所
得
税

第
二
期

事
業
税第

二
期

華
麗
!
シ
ー
ズ
ン
掉
尾
を
飾
る

第
一
回
区
民
体
育
大
会

去
る
十
月
三
十
一
日
に
始
つ
た
第

一
回
足
立
区
民
体
育
大
会
は
区
民

の
圧
倒
的
支
援
を
受
け
十
二
月
五

日
大
盛
裡
に
そ
の
幕
を
閉
ぢ
た
。

各
競
技
優
勝
記
録
は
次
の
よ
う
で

あ
る
。

男

子
一
〇
〇
米
　
一
位
〇
一
秒
一
　
　
　日
下
部

四
〇
〇
米
　
〃
　
二
分
〇
二
秒
一
　
伊
藤

一
、五
〇
〇
米
　
〃
　五
分
〇
二
秒
　
　
湯

淺

四
〇
〇
米
　
〃
　一
分
五
三
秒
二
　日

立

リ
レ
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(
亀
有
)

八
〇
〇
米
　
〃
　一
分
五一
秒
一
　
日

立

リ
レ
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(
柳
町
)

一
〇
、〇
〇
〇
米
　
　
　
　
　
　
　
　
　
淺
湯

走
高
眺
　
　一
位
一
米
六
〇
　
　
　吉

走
幅
跳
　
　〃
　

五
米
七
五
　
　
　
手

塚

自

転

車

二
、〇
〇
〇
米
　
一
位
四
分
二
秒
五
　
　
蓮
井

三
、〇
〇
〇
米
　
〃
　
九
分
〇
秋
三
　
　
大
塚

一
〇
、〇
〇
〇
米
〃
　
二
四
分
二
九
秒
九
上
村
弘

女

子五〇
米
　一
位

七
秒
八
　
　
　
　

島

井

一
〇〇
米
　〃
　

一
四
秒
八
　
　
　
根

木

四
〇
〇
米
　
〃
　
一
分
〇
六
秒
六
　
九
中

リ
レ
ー

排

球

女

子
　
　一
位
　
　
　
　
　
　
専
売
局

男

子
　
　
　〃　
　
　
　
　
　
　
　
専
売
局

卓

球

個
人
男
子
　
一
位

玉
村
健
一
(
東
武
鉄
道
)

女
子
　
一
位

鈴
木
サ
ヨ
子
(
昭
和
ゴ
ム
)

団
体
男
子
　
一
位日

立
製
作
所
A
組

女
子
　
一
位

日
立
製
作
所
チ
ー
ム

野

球

優

勝
　
　
　
新

生

ク

ラ

ブ

広
告
の
申
込
は

総
務
課
文
書
係
へ

区
役
所
(
二
階
)

電
話
足
立
三
八
四
七

★
広
告
料
は
一
回
に
付
一
欄

二

百

円

一
回
以
上
何
欄
で
も
結
構
で
す

尚
長
期
契
約
を
歓
迎
い
た
し
ま
す


